














































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 原田晃博    例会場 : 割烹「ふな又」 例会日：第２・３・４木曜日  

幹事 津多一幸  事務所：さいたま市岩槻区本町 3-8-2-203 ℡048-758-0680 FAX048-758-0681  

       http://www.iwatsuki-rotaryclub.jp  E-mail:info@iwatsuki-rotaryclub.jp 

 

◆次回の例会◆ 平成３０年９月１３日（木）  クラブ協議会（ガバナー補佐）  点鐘 19：００  会場 ふな又  

 

 早朝例会                                                 大光寺 

9 月 6 日（木）朝 6時より、大光寺（岩槻・遠藤隆雄

住職）にて、恒例の早朝例会を行いました。 

先日の台風で木々の葉や枝がたくさん落ちていました

が、会員が竹箒で清掃した境内の爽やかな空気の中、例

会を行いました。 

例会後には、ひろ子夫人が準備して下さった美味しい朝

食と、忙しい合間をぬって中村会員が届けてくれたおに

ぎりで１日の活力を養いました。 

般若心経は、唱えることによって心を清めます。また、

独特のリズムには精神を安定させ、疲れた心と身体を癒

す効果があると言われています。 

１年に１回早起きをして、緑豊かなお寺で般若心経を唱

えて、爽やかな一日をスタートしてみませんか。 

 

 

原田晃博年度  第７回  通算２６６７例会                平成３０年９月６日 
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「積極的に参加し、ロータリーを実践し、みんなに豊かな人生を」

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 行   会報・広報委員会   委員長 出山知宏  副委員長 藤澤洋介  委員 志水一雄 中村 正 

出席報告 
会員数 出席数 免除者 ＭＵ 出席率 

26 8 1 5 53.85％ 

 

スマイル報告 
本日のスマイル合計 21,000 円 

年間累計額 186,000 円 

 

メンバー（50音順） 

遠藤隆雄  鈴木 隆  関根信行  田口雅弘   

津多一幸  中村 正  原田晃博  増岡昌行 

 🌼たくさんのご芳志ありがとうございました🌼 

卓話  

スマイルＢＯＸより 

発菩提心真言（仏さまの悟りの心を育みます） 

三昧耶戒真言（仏さまの心を自らの心として生きることを 

誓います） 

開教文（仏法に出会えた事に感謝し、深く修め学ぶことを誓

います。） 

般若心経（仏さまの悟り、智慧の功徳を授かります） 

光明真言（あらゆる徳を備えた大日如来の光明によって罪障

が浄められますように） 

ご宝号 

 御本尊に帰依いたします 

 弘法大師に帰依いたします 

 興教大師に帰依いたします 

普廻向（この経文をお唱えした功徳が、すべてに行きわたり、 

みなが仏道を成就できますように。） 

 

お寺では一年を通して様々な行事を行っております。その

他に、お寺で一番大きな行事というのは、本堂が完成したと

か、あるいはご本尊様を新しくして二仏を供養するといった

お祝い事かと思います。 

この大光寺というのは 1400 年早々に建てられて、およそ 600

年の歴史がありますが、じつはこのあたりに「弁慶伝説」が

語り継がれています。その昔、このあたりにあった庵に弁慶

が一晩お世話になったということです。こういった伝説が伝

わっていることも、大光寺が檀信徒の方々から大事にして頂

ける事に繋がっているとありがたく感じています。 

 今日は朝早くからお越しくださいまして誠にありがとうご

ざいました。 

 

９月 誕生祝い 

パスト会長 遠藤隆雄 

 （大光寺住職） 
 

 

 

 

本日は、皆さんに境内を綺麗にして頂きまして、誠 

にありがとうございました。心よりお礼申し上げます。 

まずは、我々、真言宗智山派という宗派のお経でありま

す「智山勤行式」というお経を皆さんと一緒に唱えます。

1 ページから全部唱える場合もありますし、途中からの場

合もあります。その時々に臨機応変にやっておりますが、

本日はせっかくの早朝例会ですので最初からお唱えした

いと思います。 

我々の教えでは、読経の時に鐘は 2 回鳴らし、一度目は

弱く、二度目は強く「弱強」という鳴らし方をします。そ

して、二人以上で唱える場合は、一節目を代表の 1 人が唱

え、その他の人は二節目から一緒に唱えます。般若心経の

あとに「光明真言」というのがありますが、これはお祝い

の席でも葬儀などの哀しい席でも必ず唱えます。真言宗の

中で一番多くお唱えする真言です。 

お寺の本堂には必ずご本尊様を祭っていますが、「ご宝

号」ではご本尊（大光寺では阿弥陀如来を祭っておりま

す。）、真言宗を開きました空海・弘法大師、興教大師をお

唱えします。 

お経を唱えることは、自分自身のためでもありますし、自

分の両親や祖父母、ご先祖様の為にもなりますので、元気

をふるって大きな声でお唱えして頂きたいと思います。 

 

懺悔文（日々の過ちを悔い改めて心身の垢をのぞきます） 

三帰礼文（①仏宝②法宝③僧宝の三宝を信じ敬います） 

十善戒（不殺生 不偸盗 不邪淫 不妄語 不綺語 不悪 

口 不両舌 不慳貪 不瞋恚 不邪見） 

 
9 月 15 日 遠藤隆雄会員 

 

 

 

 

 

 

 

      


